
平成２７年度第１回府民公募型整備事業  

委員会（中丹広域振興局）の概要について 

 

 

日   時  平成２７年８月１１日（火）１３：３０～１８：００ 

場   所  京都府綾部総合庁舎第１会議室  

出席者   舞鶴工業高等専門学校教授  玉田  和也【座長】 
竹 毛 希 望 の 家 理 事 長  芦田  ふゆ子  

福 知 山 市 土 木 建 設 部  蘆田  徹二（代理出席  堀内次長） 
舞 鶴 市 建 設 部 長  小島  善明 
綾 部 市 建 設 部 長  藤本   建  （代理出席  大槻建設課長）   
京都府警察本部交通規制課長  山田  信之（代理出席 砂田交通管制センター所長）  
京都府中丹広域振興局企画総務部長  上山  勇治（代理出席  嵯峨根総務室長） 
京都府中丹広域振興局建設部長  千阪  貞昭 
京都府中丹西土木事務所長  田辺  文理 

 
１ 意見聴衆事項の概要  

 ・４３５件（建設関係：３７０件、教育関係９件、警察関係５４件、その他２件）の提案のうち、

技術審査で採択された４０７件について意見聴取。 

 ・４０７件のうち、３２３件を「実施すべき」（他事業実施、一部実施含む）、８４件を「実施しな

い」とする技術審査結果の全てについて、委員会として支持。 

 ・教育委員会所管分と警察本部所管分一部（横断歩道関係）  の２８件については、第２回

目の委員会で審査。 

 

２ 委員からの主な意見  

 ○中丹東土木事務所案件  

  ・受付番号１７６番（審査番号東 -２１）については、写真の赤線部分だけ拡幅するのか。  

   →綾部方面より順次拡幅しているところであり、提案箇所全体を拡幅する予定。  

 

  ・受付番号２６７番（審査番号東 -５７）については、昨年度も提案があり、通学路であるこ

とからできる範囲で対応を検討してもらいたい。拡幅が難しいなら、直線上に河川に仮設

の歩道橋を設置できないか。  

   →河川管理者とも相談の上、対応を検討したい。  

 

  ・受付番号７６番（審査番号東 -６１）、１１０番（審査番号東 -６２）の由良川付近の府道嵩

上げについて、水害等で道路冠水が起こりやすく、交通が遮断されてしまうため、他事業

で実施できないか。  

   →由良川付近の嵩上げについては、国・府・市で検討の上対応しているが、工事の優

先順があるため、この提案で上がっている箇所については今後検討する。  

 

  ・受付番号１１１番（審査番号東 -６３）、１１５番（審査番号東 -３０）については、通学路で

あり、交通量も多いため、横断歩道を設置するか道路を拡幅し歩道を設置するかどちら

かで対応いただきたい。  

   →歩道の設置については、事業費が２，５００万円以上見込まれるため、当事業では実

施できない。横断歩道の設置については、提案が提出されていれば、第２回目の委

員会で協議する。  



  

  ・受付番号１８５番（審査番号東 -６７）について、実施できない理由は理解できるが、通学

路であるため、利用する児童にとっては危険な状態であるため、他の対応案はないか。  

   →当提案について、府警本部にも信号機及び横断歩道の設置が要望されているた

め、第２回目の委員会で協議する。  

 

 

  ○中丹西土木事務所案件  

  ・受付番号３７０番（審査番号西 -１６５）について、榎原橋右岸の転落防止柵が実施でき

ないのは、道路が市道であり、道路管理者が福知山市になるからか。河川管理の京都

府では対応が難しいか。  

   →現在府で水道管等の復旧工事を実施しているが、市道橋については福知山市管理

のため、京都府では実施ができない。改善策については福知山市と調整の上、転落

防止に対応していきたい。  

 

  ・受付番号６２５番 （審査番号西 -６２５）、６２６番（審査番号西 -６２６）の事案について

は、同様の提案が上がってきていないか。特に２６６ページについては、樋門の老朽化

ということもあり、使用不可まで放置されていることは考えにくいため、土木事務所等で

管理・点検はしてないのか。  

   →樋門については、市と地元住民に管理・点検をしてもらっているため、府では把握しに

くい。同様の提案は上がってきていないが、今回の提案については早めに対応させても

らう。 

 

 

 ○府警本部案件  

  ・受付番号６番について、地下道が閉鎖する予定のため、信号機の設置について、再度

検討していただきたい。  

   →閉鎖後に再度現状を確認した上で、信号の設置を検討したい。 

 

  ・受付番号１５番について、今後、交差点を改良し、通学路として利用する児童が増える

ことが予想され、また、地元からも要望があるため、信号機の設置を検討していただきた

い。 

   →現在の交差点は、形状や交通量等から、十分に道路を横断できるため、信号機設

置の必要性は低いと考えられる。交差点改良後、再度現地を調査し、個別に相談の

上、信号機の設置を検討したい。 

 

  ・受付番号１８番について、当該箇所は地元からの改善要望が強いため、横断歩道と信

号機の設置を再度検討していただきたい。 

   →信号機は側溝がなくなれば整備が可能であるので、歩道整備等道路状況が改善さ

れるときに、道路管理者と調整の上、再度検討したい。  


